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 中国等からの帰国者二世三世の進路につい
ては、これまでにも学齢を超過した生徒に中学
校編入の途が閉ざされがちであることや、高校
入試に際して母国で培ってきた学力が生かさ
れにくいことなど、さまざまな問題が提起され
てきています。また、サハリン等ロシア語圏か
らの帰国者の場合、中国帰国者なら受けられる
自治体の様々な援護策が受けられないことに
加え、さらに非漢字圏であることからくる学習
上の不利もあって進路の保障がさらに困難です。 
 しかし、そうした厳しい条件下でも、進学を
望む青年たちは何とかしてそれぞれの居場所
で途を切り開こうと奮闘してきており、私たち
自身そうした事例から、そんなこともできるの
か!と学ぶことも多いのです。 
 現在文部省の教育改革が全国的に展開され
つつありますが、その中の高校改革の具体策に
は、帰国者をはじめ、外国人生徒の進学の可能
性を広げることにつながるものがあります。た
とえば、単位制高校の中には母国の高校での取
得単位を認めてもらえる場合もあること、定時
制高校は統廃合への過渡期であるとはいえ、な
お少人数クラスでの個別対応が受けられる可
能性があること、少子化の影響で大学進学者が
減って私学が門戸を広げたため、私学なら定時
制高校からも大学推薦入学の可能性が高まっ
ていること、各種の奨学金を上手に活用すれば
経済的に余裕のない帰国者家庭からも私立高
校への進学が可能であること。母国で高校に在
学していた場合、大検を活用すれば日本で一か

ら高校に入り直さなくても大学受験が可能に
なること、義務教育未修了でありながら来日時
に学齢を超過している場合も、中卒検定によっ
て高校受験の可能性が開けること等々。 
 私たちは、これらのことを実際に定時制高校
や単位制高校、大学に進学した二世三世たちか
ら知らされたのですが、支援者としてはこうし
た事例を後追いするだけではなく、変化しつつ
ある高校現場の実態を一早く把握し、その情報
を提供していくことが求められているでしょ
う。たとえば、帰国者のための入試特別措置な
どの情報は、同じ県の中の動きであっても中学
校の先生方ですらご存じでない場合もあるの
です。まして、高校設置や統廃合、単位制への
移行など、今後の変化についてはよほどアンテ
ナを張り巡らせていないと見のがしてしまう
でしょう。 
 少しでもチャンスがあれば活用するために
も、そして、他
地域の事例に
学んで行政に
働きかけてい
くためにも支
援者間のネッ
トワークが今
後ますます重
要になってい
くと考えられ
ます。今まで以
上に密に情報を交換していきませんか。 
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    こんなところ・あんなところ・どんなところ？

１中国帰国者の概要 

①帰国者の定着状況 

 昭和 47 年日中国交正常化以降平成 11 年度末

までに東京都に永住帰国した中国帰国者数は、

帰国者本人が 1091 人、世帯員数は 3618 人で、

全国の約 18％を占めています。このほか自費帰

国者及び他の道府県に定着したのち東京都に転

入した帰国者、さらに呼び寄せ等で入国した二

世世帯等を含めると、その数は数倍にのぼると

思われます。 

 年度毎の帰国者数は、昭和 60 年代の大量帰国

時代には年間 95 世帯を数えるときもありまし

たが、最近は減少傾向となり、平成９年度 45 世

帯、10 年度 30 世帯、11 年度 20 世帯で、12 年

度は15世帯（内1世帯はサハリンからの帰国者）

の見込みとなっています。 

 定着先の区市町村は都内全域にわたっていま

すが、昭和 57 年以降の都営住宅斡旋状況でみる

と、区部が 84％、市部が 16％となっています。

最近の帰国者は大都市志向が多いようですが、

定着先は身元引受人の居住地の近辺を原則とし

ています。 

②東京都の帰国者援護対策の特徴 

 東京都においては国の帰国者対策事業に先駆

けていくつかの事業を行ってきました。そのひ

とつが、日本語教室及び帰国者相談事業で、都

は運営主体の東京都社会福祉協議会に対し、昭

和 58 年から経費補助を行ってきましたが、昭和

63 年、国の自立研修センター設置以降は同セン

ター事業に引き継がれ、引き続き東京都社会福

祉協議会に対し、都が委託しています。 

 また、中国帰国者を受け入れてきた東京都独

自の施設として東京都常盤寮があります。東京

都常盤寮は昭和 24 年から、引揚者一時宿泊所と

して東京都が運営してきたもので、中国帰国者

の帰国事業が始まってからは東京都定着の中国

帰国者も受け入れ、宿所提供のみでなく、昭和

54 年からは日本語教室を設置、同 61 年からは

中国語のできる生活相談員を配置するなどして

帰国者の援護に努めてきました。昭和 59 年、国

の中国帰国者定着促進センター開所以降は東京

都への定着者は常盤寮と同センターのいずれか

に入所することになりましたが、近年、東京都

への定着者数の減少により希望者全員が定着促

進センターに入所することが可能となるに至

り、東京都常盤寮はその使命を全うしたと認め

られ、平成 12 年度末をもって閉所することにな

りました。日中国交正常化以降閉所までの入寮

者数は462世帯（内40世帯は韓国からの引揚者）

となっています。 

 このほか、東京都では昭和 61 年以降庁内の援

護体制の整備を進め、福祉局に中国帰国者対策

担当組織を設置、昭和 62 年、庁内の関係各局に

よる中国帰国者対策協議会を設置して有機的な

連携を図るとともに、福祉局内に帰国者相談窓

口を設置し、相談通訳員を配置するなど、大量

帰国に対応した態勢を整えてきましたが、近年

の定着者の減少及び呼び寄せ二世世帯の増加、

帰国者の高齢化等の状況変化に応じた対応を迫

られているところです。 

２．東京都単独事業 

＜福祉局関係＞ 
①帰還祝金の支給 
 東京都への初めての帰国者に対して、祝金を

支給しています。 
②引揚者一時宿泊所（東京都常盤寮）の運営、

常盤寮日本語教室の設置 
 平成 12 年度で廃止します。 
③中国帰国者生活相談員の派遣 
自立指導員の派遣対象とならない中国帰国者

（援護期間を経過した帰国者及び呼び寄せ二

世世帯等）に対して、自立指導員を生活相談

員として派遣し、相談・指導を行います。 
④日本語指導事業の助成 
 日本語指導事業を実施する民間団体（４団体）

に対し、運営費を補助しています。 

⑤中国帰国者相談通訳員の設置 

 福祉局内に帰国者相談窓口を設置し、相談通

訳員（非常勤、２名）を配置しています。 

⑥中国帰国者生活便利帳の配布 

 日中両国語で併記した便利帳を東京都定着時

に配布しています。 

 

＜教育庁・都立大学等教育関係＞ 

①都立高校海外帰国生徒学級（引揚生徒対象）

特別選抜 

 保護者が帰国者で、引き揚げ後小学校４年以

上の学年に入学した生徒を対象に特別選抜を

行い、日本語指導授業、学習指導、生活相談

等の特別措置を実施します。（平成 12 年度 12

校、募集定員各校 10 名） 
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②都立高校入試特例措置 
 中国帰国子女が第１次募集において、一般の

都立高校を受験する場合は、申請によって試

験時間の延長、漢字のふりがな付記等及び面

接の実施等の特別措置を実施します。 
③日本語学級（小学校、中学校、中学校夜間学級）

 日本語能力が不十分な児童生徒に対し、日本

語指導、生活指導を実施します。 
（平成 12 年度指定校－小学校 13 校、中学校５

校、中学校夜間学級５校） 
 なお中学校夜間学級は都内に８校あり、学齢

超過の帰国者（呼び寄せ二・三世を含む）や

外国人生徒を多数受け入れています。 
④都立大学特別選抜・都立短期大学特別選抜 
 中国引揚子女のために入学選抜において特別

選抜を実施します。 
＜労働経済局関係＞ 
①都立技術専門校優先入校措置 
 都立技術専門校入校試験に際し、一般の試験

に先立ち「中国帰国者向け筆記試験」を実施、

面接時に自立指導員を派遣する等の措置を行

うほか、入校試験の前に見学会を実施します。

②都立技術専門校入校前準備講習会 
 入校決定者に対し、受講ガイダンス及び日本

の労働事情等の講習を実施します。 
  （東京都福祉局生活福祉部） 
 
 ※東京都については第 21 号に続きます 

－ 帰国者一世の老後保障を求める『請願』署名活動の動き － 

 昨年より、「残留孤児」世代の帰国者と、彼らを支援するボランティア団体が中心となり、帰国

者一世の老後保障を求める「請願」を、国会に求めるための署名活動が行われている。 

 主な「請願」の内容は、第一に日本人の年金に当たるような老後の援護手当の支給を求める、

第二には、「中国残留邦人等支援法」の中に、「帰国者一世の老後保障を行う」という一項を加え

て欲しい、というものである。今回の運動は、東京、神奈川を中心に始まり、全国の帰国者へも

その署名活動の輪は広がっているようだ。2000 年 12 月までに集まった署名の数は、東京を中心と

した活動で約２万 1500 人、神奈川を中心とした活動でも約２万人だというが、今年、１月に始ま

る定例国会に向けて、２月初旬ごろに衆議院、参議院の両議長宛に「請願書」と集まった署名を

提出する予定という。 （所沢センター 馬場） 
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★再研修の現場から 
広島県中国帰国者自立研修センター 

 

 平成 10 年 10 月より開催した「再研修日本語講
座」もはやくも２年が経過し、現在第５期を開講
中です。対象者は、帰国後１年から５年を経過し
た当センター修了生ですが、帰国後１年未満でも
（８ヶ月の研修期間中）希望が有れば、聴講生と
して受け入れています。講座を開催するにあたり
事前にアンケート調査を実施して、修了生の意見
を反映した内容にするよう努めました。 
 開催日は毎週土曜日で定員 15 人ずつの２クラ
ス、受講期間は半年間（最長 2 年間）を基本的な
スタイルとし、学生は半年毎募集しました。 
●「基礎復習コース」：９時～12 時 
 使用教材：主教材「みんなの日本語Ⅱ」 
  （以前は「新日本語の基礎Ⅰ・Ⅱ」） 
   副教材「わくわく文法リスニング」他 
  （以前は「毎日の聞き取り 50 日初級上・下」）
 受講者 ：42～63 歳 
      生活保護受給の高齢者が大半 
 在籍者数：15 名（平均 13 名） 
●「レベルアップコース」：13 時～16 時 
 使用教材：主教材「日本語中級総合問題集」 
  （以前は「日本語中級読解入門」） 
   副教材「毎日の聞き取り 50 日上・下」他
  （以前は「ニュースで学ぶ日本語」） 
 受講者 ：17～51 歳（就労者、訓練校、高校進

学者及び進学希望の青年） 
 在籍者数：８名（平均５名） 
 日本語講師２人は各クラスを担当し、共に通常
の自立研修センターの講師を兼任しています。半
年毎に受講生を募集していますが、これは受講途
中に病気、就労等で参加できなくなる者、失業、
退院、育児が一段落した等の理由で新たに受講を
希望する者、また再度受講する者がいることを考
慮してのことです。 
 交通費は基本的に自己負担ですが、生活保護受
給の受講者にたいしては、各自の管轄福祉事務所
から交通費が支給されるようになりましたが、こ
の同意を得るまでには大変な苦労がありました。
この交通費支給は、受講生の多くが生活保護受給
者であるうえ、広島市外の近郊市町に定着してい
るため、交通費の自己負担が大変なことに加え、
何より日本語習得が自立促進へつながるとの福祉
事務所の期待の現れでもあります。 
 大半の受講者が交通費を負担してもらっている
ので、出席率も比較的高く、今年３月に２年間の
受講期間を満了した５人は、全員がほぼ皆勤賞で
した。（その中１人は両クラス共に毎回受講し一度
も欠席しませんでした。）受講生は、本来勉強がし
たいから講座に参加していますが、こちらの想像
以上に皆熱心で、その真面目な学習態度に敬服さ
せられます。 
 こうした受講生の努力が報いられ、生活が良く
なるように願わずにはいられません。しかし、良
いことばかりではなく、手探りであれ２年間講座
を開講して気づいたこと、いくつかの問題点、反
省点もあります。 

 以前よりこうした講座を熱望していた修了生も
多かったので、開講当時は、両クラスとも比較的
高学歴者が多く、いっそうのレベルアップを目指し
た講座でおおむね順調でした。しかし、２年目の
４期頃から特に｢基礎復習コース｣の受講生層が変
わってきました。現在は、非識字者を含む学習経
験の少ない者が大半で、５期の開講にあたりこれ
までの授業内容の大幅な見直しを迫られることに
なりました。 
 国民性に関係なく高齢者の一般的な傾向とし
て、年齢と共に記憶力が低下すること、変化を伴
うことに消極的であることは容易に理解できま
す。また、受講者は、中国での古い教育方法に慣
れ親しんでいるため、従来どおりの読み書きが中
心の授業に安心し、四技能のうち特に聞く、話す
ことが足りず、習ったことを活用する運用能力が
大変低いと今更ながら痛感しています。 
 高齢の中国での学習経験が少ない者は、勉強し
たくても出来なかった幼少期の影響から、勉強は
好きでやる気はあるのですが、勉強する要領を得
ていない、基礎が出来ていないため積み上げが出
来ず、想像以上に上達が困難です。中には、帰国
後５年も経過して夜間中学校や公民館等毎日通っ
ているにもかかわらず、五十音図は空で言えても
ひらがなやカタカナを個々の単音では読めない者
もいます。 
 高齢の高学歴者は、過去の経歴、プライドにあ
まりにこだわるせいか、失敗を恐れ積極的に発話
しようとしないため何年経っても日本語が話せな
い、いや発話しようとする意志さえない人も見受
けられます。しかし、上達しない最大の理由は、
高齢のため就労する必要がなく、生活保護を受給
しているので生活は逼迫してないため、日本語を
運用する場面、その必要性がないことであり、何
のため学習するのかという明確な動機と目標がな
いことだと思います。 
 こうした高齢者の再教育として、原点に戻り基
礎教育の徹底、難しい日本語ではなく本当に必要
なものは何かを考え授業内容を修正しました。ま
ず、①ひらがな、カタカナ、基本漢字を完全習得
する ②基本名詞、動詞、形容詞を習得する③基
本文型、日常慣用句を習得すること等を徹底させ、
各自における到達点を各段階ごとに具体的に提示
し、達成感を与えることにより学習意欲を高めら
れればと思っています。 
 「レベルアップコース」においても、今期から
現役の高校生が２名受講したことにより、従来に
ない新たな課題もでてきました。彼らは、成人と
は異なり、社会経験も乏しく中国での就学年数も
少ないためか、一般的な知識の不足による読解力
の問題に悩んでいます。 
 どのような学習方法が帰国者にとって有効なの
かは分かりませんが、センターが存続する限り試
行錯誤を重ね、受講生が定着センター、自立研修
センターそして再研修講座と継続して学習するう
ち、確実に積み上げができて緩やかながら確実に
進歩していけるような講座にできるよう今後も努
力していくつもりです。（柳川和子） 

地 域 情 報  ア・ラ・カルト
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★外国人生徒の指導について 
－四日市市立橋北中学校－

１ 校内の指導体制 
 本校は、四日市市の来日外国人生徒の拠点校で、

来日間もない生徒を中心に、多くの外国人生徒が

在籍してきた。本校では、「外国人生徒教育・国際

理解教育担当」を中心に、学級担任、教科担当、

日本語指導担任、ワールドクラス（外国人生徒が

全員集まる機会）担任など、全職員が何らかの形

で外国人生徒の指導に当たるような体制を整えて

いる。 
   ★外国人生徒教育・国際理解教育担当 
 
 
 
 
 
 
 
２ 指導内容 
 日本語が全く理解できない生徒、日常生活に支

障はないが教科指導は難しい生徒等、生徒の日本

語力の実態に応じて指導ができるよう「取り出し

指導」を行っている。指導目標については、各生

徒の来日時の日本語力や生活環境、また生徒自身

の希望や保護者の要望、滞在形態（永住希望か短

期滞在かなど）、さらには卒業後の進路希望によっ

て多様化する。 
 指導内容は、 
 １）生活への適応 ２）日本語指導 
 ３）教科指導   ４）カウンセリング 
である。ここでは３）の教科指導について、具体

的に紹介したい。 
３ 教科指導について 
  「取り出し授業」として、日本語指導だけでな

く、理科、英語、数学（算数）、国語の個別指導を

行っている。内容は主に所属学級での授業の予習

と補充である。母国で学齢相当の学力をつけてき

た生徒には、予習が有効である。授業で何をする

のかある程度知らせておき、不安を減らし、難し

い日本語での授業が少しでも苦痛でないようにす

るためでもある。教科担当者と「取り出し授業」

の教科指導担当者は密に連絡をとりあって、いま

所属学級では何をしているのか、また「取り出し

授業」での学習の様子を互いに把握する必要があ

る。英語、数学においては個人差が大きいため、

学級での授業の進度にかかわらず、能力に応じた

補充学習を行っている。 
  今まで、本校では来日直後の外国人生徒を受け

入れており、拠点校としての在学期間も１年程度

であった。そのため、居住区の中学校に転校する

までに、適応指導と簡単な日本語の日常会話がで

日本語指導

★国際化対応担当

★日本語指導担任

生活指導・保健指導 

★ワールドクラス担任 

★学級担任 
 

各 学 年 

きればほぼ目標を達成しているといえた。しかし、

本人や保護者の希望により在学期間が２年以上に

なる生徒については、より高度な日本語学習が必

要になってきた。学校ではほとんどの時間を所属

学級で過ごすため、その時間が少しでも居心地が

よいように教科学習を進めていく必要が出てき

た。さらに進学希望（全日制）の生徒のために受

験に必要な教科学習が必要になった。彼らは今ま

で社会と国語の時間に「取り出し授業」を受けて

いたために、その教科で１、２年次に学習する内

容をまったく学習していない。そのため、普段の

所属学級での授業についていくだけでなく、今ま

での学習内容を短期間で学習する必要がある。今

年度は数学、理科、英語、だけでなく社会の学習

を進めることができるように４教科のテキストを

作成した。作成時の留意点は以下のとおりである。

 ア 生徒が学習した文法内容で理解しやすいよ

う簡単な日本語（単文など）で説明する 
 イ 説明の文においては主語、述語（動詞）を

はっきりさせる 
 ウ 全部の語句にルビをふる 
 エ 単語レベルの訳を入れる 
 オ 単元ごとに区切って「この単元で学習する

こと」を入れ、個別指導では、まずそこを

理解するように留意させる 
 数学や英語に関しても、わからなくなった時点

からの補充をすすめながら、所属学級での内容も

扱っている。特に今年度は、３年生の生徒に対し

て所属学級で数学の授業のある日に数学の「取り

出し授業」を行うことができるようになっている。

「取り出し授業」の数学の時間は１週間に２時間

であるが、授業の前ならば予習が、授業の後なら

ば前の授業内容の確認ができる。わかっているか

どうかを確認するだけでなく、１対１での対応な

ので一斉授業で１時間進む以上に進めることがで

きるため、次回の予習もできる。ある生徒は、も

ともと数学はあまり得意でなかったようだが、今

年度の時間割になってから、数学がよくわかるよ

うになったようだ。以前は「日本語の勉強がした

い。」と言っていたが、今は自分からきちんと数学

の準備をして授業にのぞんでいる。 
 テキストの内容についてはまだ試験段階である

が、所属学級で少しでも居心地が良くなるように

工夫を重ねていきたいと思っている。 
（ 三重県四日市市立橋北中学校 入江 香 ） 
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★厚生労働省から 

１．「中国帰国者支援に関する検討会」報告書の概要 
 平成１２年５月より、中国帰国者の高齢化や多様化を踏まえて今後の中国帰国者の自立支援対策

に資するため、関係各方面の有識者からなる検討会を７回にわたって開催して来ました（『同声・同

気』第 19 号既報）が、１２月４日、報告書が提出されました。 

 
 

    行 政・施 策 

①中国残留邦人をとりまく現状と課題 
・新たに帰国する中国残留邦人は減少傾向にある

が、中国に居住する残留邦人は約700人（孤児380

人と残留婦人等320人）把握されており、今後とも

帰国者の受け入れに必要な体制を維持していく必

要がある。 

・帰国者本人の高齢化（平均年齢63.1歳）、日本

語習得に当初の想定より長期間を要すること、就

労の困難、生活保護受給世帯の増加など、日本社

会で自立することが非常に困難になっている。 

・孤児で46.1％、婦人等で62.4％の者が二・三世

を同伴しており、帰国者の姿は多様化している。

・日本社会で自立する者もいる反面、日本語未習

得などによる就職難、家庭内問題の発生や社会的

事件に巻き込まれるなど、日本社会への適応が、

一層困難となっている状況も見られる。 

②これまでの帰国者支援施策の評価 
・平成６年に「中国残留邦人等の円滑な帰国の促

進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律」が

制定されており、関係施策の企画、実施等につい

て同法の趣旨が十分に生かされているか、帰国者

像の著しい変化を踏まえて点検、評価と見直しを

行う必要がある。 
③今後の施策の方向について 
・帰国後当面の支援から継続的支援へ 
 帰国者の姿が多様化し、日本社会に速やかに適

応することが難しくなっていることから、従来の

帰国後３年以内に限定されていた施策を転換し、

継続的な支援を実施するべきである。 
・高齢化や二・三世の増加に応じた支援 
 高齢化した帰国者については、地域社会での孤

立も指摘されていることから、地域での交流を保

ちながら社会の一員として生活するという意味で

の社会的ないし精神的自立を図ることを主として

支援する。就労可能な二・三世については、自身

の自立の実現とともに、まずは精神的に、さらに

可能な限り経済的にも帰国者本人の世帯の支えと

なる役割が期待され、可能な限り就労が実現でき

るように施策を講じるべきである。帰国援護の対

象とならない二・三世についても、帰国者本人の

精神的・経済的支えとなる可能性があり、日本入

国後の社会的適応自立促進のための支援が必要で

あり、可能な範囲で弾力的対応が望まれる。 
・中国残留邦人問題に関する啓発 
 中国残留邦人問題を風化させず、問題の背景な

どの正しい理解に基づく一般国民からの支援、協

力を確保するため、関係の記録の保存や啓発活動

を行う必要がある。（ここには以上のほか、国と地

方公共団体の役割の確立、ボランティア活動の環

境整備、効果的な施策の実施、関係省庁の連携の

強化について記述されている） 
④今後の具体的支援方策について 
・日本語習得 
  進度別、目的別など帰国者のニーズに合わせ、

３年間に止まらず継続的に日本語を習得できる体

制を確保する必要がある。年齢的に就労が可能な

帰国者については、職業能力開発施設等での訓練

を十分に理解できるような水準の日本語を、高齢

の帰国者については、日常生活に要する程度の日

本語を習得できるよう、研修を受けられる体制が

求められる。 
・就労支援 
関係機関が相互に連携しながら、日本語の研修

から就労のための訓練までを視野に入れ、きめ細

かな支援を行う体制づくりが必要である。 
・生活相談 
  専門的対応を要する相談については、専門知識

を有する相談員や通訳を中核となる拠点で確保

し、地域の相談窓口と連携しつつ、電話・手紙等

で広域的に対応することが適当である。 
・交流の場の提供 
 帰国者が地域住民、ボランティア等と交流した

り、帰国者同士が相互に情報交換・交流ができる

場を設ける必要がある。高齢な帰国者に対しては、

体や心の健康を損なうおそれもあるので、地域で

のボランティア活動等を通じて、地域住民との交

流を図り、生きがいのある生活の確保に資するこ

とが必要である。 
・継続的な支援の実施と拠点の整備 
 日本語習得や専門的な相談などに広域的に取り

組み、継続的かつ総合的に自立を支援する機能を

有する拠点を、早急に整備すべきである。この拠

点は、ボランティア活動や総合的な交流の場の提

供をはじめ、中国残留邦人問題の背景や経過を展

示するなど普及啓発を行う等、総合的な機能を有

する拠点とすべきである。（ここには以上のほか、

ボランティアとの連携、普及啓発、その他の関連

する施策について提言がある） 
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⑤終わりに 
 中国残留邦人及びその家族の人々にあっては、

公的援護施策の整備やボランティア、地域住民等

の協力、援助に対応する自分自身の意欲と努力が

日本社会における自立した生活と幸せを実現する

ために必要不可欠であることを十分に認識して取

り組まれることを期待する。なお、中国政府や在

中国の養父母からも、帰国者の日本社会での生活

については、強い関心と要望が表明されており、

日本政府として、帰国者の支援策の適切な実施に

当たることを要望する。 

３．樺太残留邦人の現地調査の実施について 

この度、職員を樺太（サハリン州）に派遣し、

樺太残留邦人を対象に帰国意向等の調査を行いま

した。 

これは、戦後 55 年を経た今日、高齢化の進展に

伴う望郷の念の高進やロシア連邦の社会状況の変

化等により永住帰国を希望する者が増加傾向にあ

ることから、今後の永住帰国者の円滑な受け入れ

等を策定する基礎資料とするため、永住帰国に関

する情報を的確に把握することを目的としたもの

です。 

 今回は樺太の南側に居住している邦人を対象に

12 月６日～８日の３日間、ユジノサハリンスクやホ

ルムスク等の６地区に会場を設け本人の現状や永

住帰国意向等を面接により聞き取り調査を行いま

した。来年度は樺太の北側に居住している邦人を

対象に調査を行うこととしております。 

２．平成１２年度身元引受人会議 

  今回は、東ブロックが平成 12 年９月７日、８日

福島県で（身元引受人 30 名、県職員 20 名出席）、

西ブロックが平成 12 年 12 月４日、５日広島県で

（身元引受人 27 名、県職員 17 名出席）それぞれ

開かれ、全体会議とグループ討議が行われました。

この会議は、これまで全国を６ブロックに分け毎

年２ブロックずつ実施してきましたが、今年度か

ら東ブロック（北海道・東北、関東・甲信越、東

海・北陸ブロック）、西ブロック（近畿、中国・

四国、九州ブロック）の２ブロックに統合し、毎

年実施することとしております。 

  １日目は、厚生省による行政説明及び労働省に

よる就労に関する講演があり、その後身元引受人

による体験発表及びグループ討議が行われまし

た。グループ討議では、特に呼び寄せ、住宅問題、

親の扶養問題、日本社会への適応方法などの各テ

ーマについての現状と問題点が報告され、活発な

意見交換がなされました。２日目は、前日の討議

のまとめの発表と厚生省への質疑応答が行われま

した。 

  なお、今年度より、樺太等帰国者の身元引受人

の参加についても呼びかけをしたところ、東ブロ

ック身元引受人会議において２名の方が参加し、

中国帰国者の身元引受人と積極的な意見交換が行

われました。多くの参加者から、ブロックの統合

により、より多くの県の実情が把握できて大変参

考になったとの感想がありました。 

４．中国残留孤児の訪日対面調査の結果 

①平成 12 年 11 月 14 日から 20 日までの７日間、

国立オリンピック記念青少年総合センターに於い

て、訪日対面調査が行われました。平成 12 年 7

月、中国現地で日中共同の調査を行い、平成 12

年度に新たに認定した 20 名の孤児の情報を公開

し、肉親情報のあった４名の孤児が訪日対面調査

に臨みました。調査の結果、滞在中に肉親が確認

された方は１名で、他に３名の方が血液鑑定を行

いました。この中から身元判明者がでることを期

待しています。 

②平成 12 年度からは集団による訪日調査に替え

て、中国現地で日中共同の調査を行った後、日本

で孤児の情報を公開し、日本側に肉親情報を保有

する者だけが訪日対面調査を行うこととし、肉親

情報がない者については、日中両政府で孤児と認

めた者であるので、直接帰国できる方法に改めま

した。 

③なお、この 20 名の孤児については、２月下旬、

永住する前に日本の社会を知るために、一時帰国

の機会があることを案内しています。 

④孤児の方が帰国する場合には、帰国旅費の国庫

負担、親族に代わって身元を引き受け相談相手と

なる身元引受人制度、さらに日本語研修、自立指

導員の派遣など様々な引き揚げ援護施策を講じて

います。ご親族だけに負担をおかけすることはあ

りませんので、肉親情報がありましたら是非お寄

せ頂けるようお願い致します。 

⑤肉親調査がますます困難となる中で、最善の方

法を模索しながら訪日対面調査を実施しました

が、これまでに肉親が確認できなかった方々につ

いても引き続き調査を行って参りますので、引き

続き皆様のご協力をお願い致します。 
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６．「国民年金の特例措置」に伴う保険料の追納について 
 平成８年４月から、永住帰国した中国残留邦人等の方々に対し、国民年金の特例措置が実施されまし
た。この特例措置により中国等の地域に残留していた期間のうち、昭和36年４月以降で20歳以上60歳未
満の期間が、保険料免除期間の対象とされ、国民年金の額に反映されます。（ただし、そのためには手
続が必要となります） また、その期間について年金保険料の追納ができますが、追納は５年間の追納期
限内に行わなければなりません。 平成７年４月１日以前に帰国された方は、追納期限が平成１３年３月
３１日になりますので、追納を希望する場合は、お早めに手続を行って下さい。なお、詳しい内容や手
続につきましては、近くの社会保険事務所や現在お住いの市町村役場の国民年金担当窓口または都道府
県の援護担当課にお尋ね下さい。（注）追納期限の平成13年３月31日は土曜日で、社会保険事務所等は
閉庁となっておりますのでご注意ください。 

 
 
 

★援護基金から 
 （財）中国残留孤児援護基金はこれまで中国帰国者向けの日本語学習教材を出版してきましたが、こ

の度「出版教材一覧表」を作成しました。下記のシリーズの書名、内容の概略、サイズ、頁数、定価が

記載されており、中国帰国者や中国語を母語とする学習者に日本語を指導する方が、教材を選ぶ際の参

考になると思います。ご希望の方にはこの一覧表をファックスまたは郵送いたします。また、教材の詳

しい紹介はセンターホームページ上の援護基金紹介ページで見ることができます。 

５．中国帰国者生活実態調査について 
 平成 12 年９月「中国帰国者生活実態調査の結
果」を発表しました。この調査は、平成元年 12
月１日以降、平成 11 年 11 月 30 日までに永住帰国
した帰国者本人のうち、中国帰国者定着促進セン
ターに入所中の者等を除いた 2562 人を対象に、平
成 11 年 12 月１日現在で調査し、回答のあった
2225 人（回収率 86.8％）について取りまとめたも
ので、その概要は次のとおりです。 
①帰国者の年齢 
 帰国者本人の平均年齢は孤児が 58.3 歳、婦人等
は 66.9 歳で、前回（平成７年３月１日）と比べる
と全体で５歳高齢となっています。 
②国費により同伴帰国した子世帯の状況 
 この質問事項は、今回新たに帰国者本人を扶養
するために同伴帰国した子世帯による扶養の実態
を把握するために加えました。その結果は、国費
により同伴帰国した子世帯がいると答えたのは、
孤児が 46.1％、婦人等が 62.4％となっており、そ
のうち、別居していると答えたのは、孤児が
52.3％、婦人等が 50.8％となっています。 
③生活保護の受給状況 
 生活保護の受給状況をみると、孤児世帯では
65.5％、婦人等世帯では 64.8％、全体では 65.1％
が受給していると答えており、前回調査の孤児世
帯 38.5％、婦人等世帯の 38.5％、全体で 38.5％
と比べるといずれも受給率が著しく高くなってい
ます。 

④就労状況 
 帰国者本人のうち、60 歳未満の者の就労状況を
みると、孤児は 29.2％、婦人等※は 36％ が就労
していると答えており、前回（孤児 51.2％、婦人
等 49.4％）と比べると、孤児、婦人等ともに就労
率は大きく低下しています。また、就労状況と日
本語の理解度の関係をみると、就労している者の
約 80％は「職場 で仕事の会話ができる」又は「買
い物に不自由しない」程度の日本語が理解できる
のに比べ、就労していない者のうち、同程度の日
本語が理解できる者は 50％に満たず、就労状況と
日本語の関わりの深さが窺われます。 
※「婦人等」には、「残留婦人」だけでなく「残
留孤児以外の者」も含んでいます。 
⑤日本語の習得状況 
 帰国後１年未満で、日常生活が営める程度の会
話ができるようになる者の割合は、前回の25.5％
（全体）より少し高くなっているものの、孤児は
27.4％、婦人等は27.1％にすぎません。また、日
本語の会話が未習得と答えた者は、孤児32.7％、
婦人等32.3％で、前回（27.9％（全体））と比べる
と未習得者はやや増加しています。依然として基
礎的な日本語習得を要する帰国者が多数います。
 なお、「中国帰国者生活実態調査の結果」の詳
細については、所沢センターホームページ『同声・
同気』にも掲載しておりますので御覧ください。

問い合わせ先： 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門１丁目５番８号 

           オフィス虎ノ門１ビル 

TEL:03-3501-1050 FAX:03-3501-1026 

シリーズ名 
・文字・語彙トレーニング（15 冊） 
・日本語のきまり（8冊） 
・教科（2冊） 
・わたしのこと（7冊） 
・日本の生活とことば（13 冊） 
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★文部科学省から 

学校教育におけるＪＳＬカリキュラムの開発に
ついて 
 文部科学省では、平成 13 年度予算要求におい
て標記事業にかかる経費を計上しました。 
 近年、我が国の学校に就学している日本語を
母語としない児童・生徒が急増しています。そ
のような児童・生徒が学校に適応するためには、
日本語を習得する必要がありますが、その指導
に関しては担当となった教員の創意工夫に任さ
れてきました。そのため、日本語指導法が担当
者によってまちまちであるなどの弊害がありま
した。 
 この事業は、そのような状況を改善するため
効率的に日本語指導を行えるようカリキュラム
を整備することで、速やかな日本語の習得が行
えることを目的としています。ＪＳＬとは
Japanese as a second language の略です。本事
業は、日本語を母語としない児童・生徒が教科
学習の内容を踏まえながら、効率的に日本語を
習得するためのカリキュラムを開発することと
しています。 
 本事業で、２年間にわたって学校教育におけ
るＪＳＬカリキュラムを開発する予定です。計
画では、１年目に開発作業を進めて試案を作成
し、２年目に検証を行い、最終的な確定を行う
予定です。また、開発するカリキュラムも発達
段階にあわせ、小学校を低学年、中学年、高学
年の３つの段階に分け、中学校と併せて４つの
段階に応じたものを開発することとしています。
 なお、委員には、小中学校の先生をはじめ大

学教員、小・中学校で日本語指導でご協力をい

ただいている方を予定しています。 
         （文部科学省海外子女教育課）

★文化庁から 

「衛星通信を活用した日本語教育研究協議会」

の開催報告 
－日本・豪州間で双方向の日本語教員研修を実現－

 文化庁文化部国語課では、12 月１日（金）に

「衛星通信を活用した日本語教育研究協議会」

を開催しました。本協議会は、文化庁が今年度

から構築に取り組んでいる日本語教育支援総合

ネットワーク・システムの一環として行ったもの

です。こうした衛星通信を活用した日本語教育

の支援活動は、平成８年度から文化庁が実施し

てきた「日本語教育衛星通信講座」の成果を踏

まえて行ったもので、その意味では今回が四回

目の開催です。 
 会場は国内では東京工業大学、海外(豪州)は
モナシュ（Monash）大学の二つを衛星回線で

結び、各会場合わせて約二百人が参加しました。

 今年度は前後半を通した全体テーマとして

「初等・中等教育段階の日本語教育支援のため

の素材の収集・活用と日本語教材の開発方法の

追究」を掲げ、前半は衛星通信を活用した教員

研修として、「文化庁日本語教育支援総合ネット

ワーク・システムの活用方法」「教材用素材の活

用と教材開発の方法」「内容重視の授業への（教

材・素材の）活用方法」などが紹介され、後半

は「国内外の日本語教育関係者が必要とする日

本語教育関連の情報や素材について」というテー

マで、活発な議論や情報交換を行いました。全

体的に、今後もこのような協議会を望む声が多

く、初等・中等教育段階の学習支援に適した（日

本の今を伝える）素材に対する需要の高さがうか

がえました。（文化庁文化部国語課 野山 広 ） 

    教 材・教 育 資 料 

◆『子どもといっしょに！ 
日本語授業のおもしろネタ集』 

 簡単なゲームや身近な道具を使って、子どもたちと

楽しく授業を進めていくためのアイデアが全部で 36

個、紹介されています。授業の導入に使えるものも定

着練習用のものもあり、内容によって、小学生にも中

学生にも使えます。Ａ５版 110 頁 

池上摩希子・大蔵守久著 2001 年３月発行 

定価 1000 円（予定）凡人社 
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◆『講演録 公立高校の多文化共生について考

える－学校の国際化は地域の国際化に追いつ

けるか－』 

「とよなか国際交流協会」が平成 12 年 3 月に開

催したシンポジウム（『同声・同気』第 18 号既報）

の記録です。内容は、当日の講演録（大阪・兵庫・

東京・神奈川等いくつかの高校の取り組みの紹

介）と配付された資料、参加者のアンケート、文

部省「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受け

入れに関する調査結果（概要）」（高校入試の特別

措置等の県別一覧付き）や豊中市「国際化施策推

進基本方針」等の資料、「子どもメイト」の紹介

です。当日の配付資料の中にも、発表者の高校が

ある都府県の高校入試の概要説明や外国籍児

童・生徒等に関する受け入れ状況の実態調査など

があります。Ａ4版 200 頁 

購入方法：郵便振込用紙に住所・氏名・電話番号・

必要部数（可能なら e-mail address）を明記し下記

の口座宛送金。入金が確認され次第送付。 

郵便振込口座：00900-8-100382 

「財団法人とよなか国際交流協会 事業口」 

代金：1500円（１冊）＋送料（1～2冊は310円、3～

4冊は610円、それ以上の場合はご連絡下さい） 

発行・問合せ：とよなか国際交流協会 

大阪府豊中市北桜塚3-1-28 TEL 06-6843-4343

◆『多文化・多民族共生のまちづくり 
広がるネットワークと日本語学習支援』 

 この本は、本紙第６号で紹介した「房総日本語

ネットワーク」の活動の中から生まれた。帰国者

を含め、千葉県で生活する多様な背景を持つ外国

人が抱えている生活の問題や課題、そうした人々

を支援する様々なネットワーク活動の現状、ま

た、支援の中心となる活動の一つである日本語学

習支援の取り組みについて紹介し、ボランティア

による学習支援の役割と課題をまとめている。21

世紀を迎え、私たちの一人一人が「共生」に向け

て課題を整理しようとする時、参考となる本であ

る。具体的活動事例も豊富で、読みやすい。 

編者 長澤成次 Ａ５版 189 頁 2000 年６月発行 

2190 円＋税 エイデル研究所 

◆『日本語学級通信』―年少者への日本語教育を支援する情報紙― 
 「年少者日本語教育研究会」事務局発行の情報紙。「指導法」「教材・実践例紹介」「情報・イベント

案内」といった構成で、読者から寄せられた情報を内容の中心に据え、読者が情報交換できる場を提供

している。大蔵守久氏（波多野ファミリスクール）による「すぐに使えるプリント教材」の連載がある。

Ａ４版８頁、年４回発行、年会費 1200 円 

問い合わせ・申し込み先：「年少者日本語教育研究会 事務局」：凡人社内 
東京 TEL 03-3263-3959  大阪 TEL 06-6264-8140 

◆『サハリンに残されて』 
 1990 年、戦後初のサハリン残留邦人集団一時帰
国が民間ボランティアの手によって実現した。こ
の本は、その時一時帰国した人々を中心に、サハ
リンに渡った経緯、敗戦直後サハリンに残らざる
をえなかった状況と個々の事情、そして現在を彼
らの生の声で綴ったものである。敗戦、ソ連国内
の情勢変化、日本の対ソ政策などが一人一人の人
生に与えた影響の大きさと、私たちが想像しえな
かったサハリン残留邦人の「戦後」が、彼らのあ
ふれる思いとともに、まざまざと見えてくる。 
粟野仁雄 A5 版 204 頁 三一書房刊 定価 2039 円

※現在版元品切れ、図書館でどうぞ 

◆『日本文化を中国語で紹介する本』 
 中国語話者に現代の日本について理解を深め
てもらうために、伝統文化も含めて日本の事情を
紹介した本である。 
 内容は、「営み・人生」「生活様式」「社会生活」
「遊び＆レジャー」「自然/伝統文化」「宗教」「制
度＆データ」と分類され､各項目の見出しは、日
本語（ふりがな付）と中国語（ピンインローマ字
付）が併記されている。解説文は日本語と中国語
で色分けしてあり、またそれぞれの項目には写
真・イラストが入っていて、簡潔で見やすい。巻
末には各項目をローマ字ピンインで引ける索引
がある。中国帰国者に日本文化を紹介するときの
参考資料として、また帰国者自身が日本を知るた
めの辞書がわりとしても使える。 
舛谷 鋭・小早川眞理子著 Ｂ６版 300 頁 

 ナツメ社 2000 円 

◆『国際理解ハンドブック－中国と出会おう』

 本書は、中国のことばや歌、遊び、物語、食べ

物などの作り方・遊び方を楽しいイラストと文章

で紹介してあり、体験を通して中国文化にふれる

実用的な手引きです。コラムや絵本・物語のブッ

クガイド、年表など学校や地域での国際理解教育

に役立つでしょう。中国以外に、『韓国・朝鮮と

出会おう』（既刊）『ブラジルと出会おう』（2001

年 2 月刊行）もあります。 

Ｂ５版 96 頁 国土社 1600 円 

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp
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◆平成 12 年度 厚生省「自立指導員研修会」報告 
 

 今年度の研修会は、11月 27 日から４日間、東京の九段会館において開催された。昨年度までは２日間で

あった研修を４日間に拡充したこと、また研修を「総合研修」と「日本語研修」の二部に分け、それぞれ希

望者のみが参加する形式としたことが、従来と大きく違った点である。研修期間後半に行われた「日本語研

修」は、自立指導員の役割の一つである日本語指導、日本語学習支援にテーマを絞ったもので、この部分は

所沢センター講師が担当した。前半の「総合研修」、後半の「日本語研修」、それぞれ、全国各都道府県の担

当職員と自立指導員合わせて約 70 名が参加した。新しい形式による今年度の研修は、概ね好評であったよ

うである。以下は、「日本語研修」参加者である岩手県自立指導員 伊藤千春さんよりいただいた報告である。 
 

 「日本語研修」第一日目は、「自立指導員によ

る日本語学習指導」についての概論講義終了後、

ある日の１回分の日本語授業について、想定する

学習者の背景やタイプ別に５つのグループに分

かれて、それぞれ指導案を作成した。私達のグル

ープは来日８ヶ月、求職中、最低限の日本語は習

得していて更に一層のレベルアップを目指す意

欲的な青年がモデルである。テキスト内容は風邪

のための欠勤届を電話で行うというものである

が、導入後の本文会話練習を中心に、どんな方法

がより効果的かを討議した。ユニークなアイディ

アに、携帯電話を利用したり、背中合わせで会話

するといった、顔が見えない“電話”という手段

に配慮した練習方法や、一通りの会話練習後の予

想外の応対に対するストラテジー使用対処練習

として、全くの第三者(日本人ボランティア)を招

いてのロールプレイ等が出された。その他には、

求職中なので面接の可能性も配慮して、丁寧な言

葉遣いまで教えるべきだという意見や、方言での

練習というものもあったが、これらに関しては週

１回１時間の設定を考慮すれば少々難しいとす

る反対の声も上がった。しかしそれ以前に指導員

が生活指導以外に日本語教授も行うというのは

指導員の負担が大きく、かなり無理があるという

意見も出され、今後の課題として残された。 

 二日目は学習支援において学習者と地域との

橋渡し、コーディネーターとしてどんなことが

できるかが議題であった。ボランティア支援団
体を発足させて活動している県がいくつかある

が、学生から一般社会人まで幅広く参加し、料理

講習会や中国語と日本語の交換学習を通し交流

を深めている事例が報告された。しかし会場が遠

く交通が不便であったり、帰国者自身の仕事など

の都合により継続が困難、というのが現状である。

また、日本語だけにとらわれず、中国語でアプロ

ーチするのも一つの方法ではないかという意見

も出された。高齢者の中には新たな言語を学ぶの

をかなり苦痛に感じている人がいるように、彼ら

が日本語や日本社会との交流をいつも望んでい

るとは限らない。そこで議題は 「指導員の役割

とは一体何なのか？」ということに発展したのだ

が、「帰国者の生活指導と共に日本語の学習、地

域社会との交流を通して、これからの生活に夢や

希望が持てるようアドバイスする。そして実際の

行動は本人の意思を尊重し、彼らが必要性を感じ

た時にいつでもそれを提供できるよう門戸を開

いておく」ということでグループ討議の幕を閉じ

た。限られた時間の中で誰もが納得できる明確な

答えを出すのは容易なことではないが、いつの場

面でも単なる日本人側の押し付け、自己満足に終

わらないよう、彼らが真に要求しているものは何

であるかを考慮すべきであると改めて感じた研

修会であった。（岩手県 伊藤 千春）

 

    研 修 会

 大阪中国帰国者センターがこれまでの蓄積をまとめて教室指導用の

教科書を作成しました。定着促進センターで初めて日本語を学ぶ帰国

者のためのもので、「ひらがな・あいさつのことば・教室用語・数字」

に始まり、「普通体を使った表現・やりもらい・変化の表現」までの基

本的な表現・文型・文法事項が盛り込まれています。全 29 課の構成で、

「病気に関することば・電話のかけ方受け方・手紙の書き方・引っ越

しの挨拶」の付録付き。要所要所の中国語訳、ふんだんに使われてい

る楽しいイラスト等、わかりやすくするための工夫がなされています。

希望者には、実費(1500 円)及び送料負担で頒布できるとのこと。 

 問い合わせ先：(社)大阪中国帰国者センター ℡ 06-6321-1967 

 大阪中国帰国者センター 教科書作成委員会 編著 

 Ａ４版 118 頁 2000 年 12 月発行

◆『にほんご』 

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp
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日本語教材『話してみよう 子どものことを』（音声テープ付き） 
 一般の日本人家庭の保護者でも、子どもの学校の先生と話すとなれば緊張します。ましてや日本
語に自信がない、子どもについてどんな事が話題になるのかもわからない帰国者家庭の保護者なら
ば尚更でしょう。必要な場合には通訳してくれる人を探すことも大切ですが、自分でも日本語で話
せる話題をもっていれば、お互いに親しさが増すはずです。 
 この会話集は家庭訪問や保護者会等、先生と話す時によく出てくるテーマ、例えば○帰宅時間○
自宅学習○遊び○習い事○お小遣いとお手伝いといった話題を中心に作られています。また、これ
らは保護者同士の間でもよく話題にされるものです。語彙表現は一部難しいものも含まれますが、
初級レベルのやさしいものが中心です。忙しい方は、家事や通勤の合間に付属テープを聞き流すこ
ともできます。たくさん聞いて日本語のイントネーションに慣れ、使えそうな表現をそのまま覚え
てしまえればいいですね。 
モニターの資格・条件 
①学習開始時と終了時に、簡単なアンケートに回答できる方 
②教材およびアンケートの送料を自己負担できる方（教材は宅配便の受取人払い） 
応募方法 
①支援者（自立指導員・身元引受人、日本語講師、ボランティア）を通じて申し込みます。 
②支援者の方は下記事項を明記の上、手紙、ファックスまたはＥメールでお申し込みください。 
 ・学習者の氏名および連絡先 
 ・『話してみよう 子どものことを』 ○冊 希望 
 ・支援者の氏名および連絡先、学習者との関係（例：自立指導員） 
③申込みを受理次第、教材は支援者宛送付します。なお、申込みが定員になり次第締め切ります。 
 ご了承ください。 
申込み先 
〒359-0042 埼玉県所沢市並木 6-4-2 
       中国帰国者定着促進センター教務課 教材モニター係 平城（ヒラキ）宛 
        TEL ：042-993-1660   FAX：042-991-1689 
        E ﾒｰﾙ：hir@kikokusha-center.or.jp  
 

ニュース記事から 

（Ｈ12.9.10～Ｈ13.1.8） 

09.14 残留孤児の対面調査を 11

月 14 日から 1週間 
09.19中国残留邦人の帰国者支援、

家族ぐるみで永続的に 

11.06 樺太残留邦人の現地調査。

12 月 4 日から 11 日まで 

11.18 訪日調査不参加の中国残留

孤児に一時帰国呼び掛け 

11.20 訪日調査終え中国残留孤児

ら離日 身元判明者は一人

だけ 

12.04 中国帰国者の継続的支援へ

の転換求める報告書提出－

厚生省の検討会 

12.04 戦後２回目のサハリン残留

邦人調査に出発 

12.17「家族を置いて帰れない」サ

ハリン残留日本人 

    とんとん・インフォメーション

◆ 教 材 モニター （若干名） 募 集 ◆

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp
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『日本語支援を通して共生社会を考える 
～すべての人が生き生きと暮らすコミュニティを目指して～』
期間：2000 年 10 月～2001 年 3 月 

（全 10 回の内、１月以降の回のみ紹介） 

日程と内容： 

 1/28  「日本語支援活動；ウチとソトのつながり 多文化のであ

いの『場』をつくる教育―その理念と方法」（松下達彦）

 2/12  「活動者の事例に学ぶ」（松下達彦） 

 2/11・3/10・3/11  「事例を通して問題解決能力を身につけよう」

（原 裕視） 

※2/12 は 1 時～4時、それ以外は 9時半～12 時 

参加費：一般 700 円／回   講師：原 裕視（目白大学） 

 松下達彦（桜美林大学） 

定員：４０名（定員になり次第締め切ります） 

場所：かながわ県民活動サポートセンター（横浜駅西口三越裏）

TEL ：045-312-1121 

主催：地域日本語教育研究会 協力：日本財団 

※申し込み、お問い合わせは「地域日本語教育研究会」事務局 

 〒247-0009 横浜市栄区鍛冶ヶ谷 2-18-16 山本気付 

 TEL／FAX：045-891-2166（山本） e-mail：GFG04732@nifty.ne.jp

講 座 案 内 

に
お
参
り
出
来
る
も
の
が
近
く
に
ほ
し
い
」
。

こ
の
言
葉
に
応
え
て
「
ま
ん
し
ゅ
う
母
子
地

蔵
」
の
建
立
を
思
い
立
っ
た
。
満
州
体
験
を

持
つ
漫
画
家
集
団
の
協
力
、
場
所
を
提
供
し

て
く
れ
た
浅
草
寺
の
特
段
の
は
か
ら
い
、
厚

生
省
の
関
係
者
等
、
様
々
な
人
の
力
が
ひ
と

つ
に
集
約
さ
れ
て
思
い
が
形
に
な
る
ま
で
の

経
緯
は
、「
人
は
千
人
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
に
違
う
千
人
力
を
集
め
る
こ
と
が
大

事
だ
」
と
信
じ
る
千
野
さ
ん
の
面
目
躍
如
と

い
っ
た
感
が
あ
る
。 

五
年
前
の
あ
る
日
、
千
野
さ
ん
は
自
宅
近

く
の
工
事
現
場
を
窓
か
ら
眺
め
て
い
て
そ
こ

に
粘
土
層
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
手
ひ
ね
り

地
蔵
を
作
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
そ
の
日

の
う
ち
に
小
さ
な
地
蔵
を
作
り
、
こ
の
は
じ

め
の
一
体
（
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
大
き
さ

な
の
だ
が
）
を
安
全
祈
願
と
し
て
工
事
現
場

に
持
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。「
絵
も
陶
芸
も

し
た
こ
と
が
な
い
の
に
」
と
言
う
千
野
さ
ん

に
、「
や
れ
ば
指
先
か
ら
仏
さ
ん
が
生
ま
れ
ま

す
」
と
言
っ
た
、
近
所
の
作
業
所
で
働
く
障

害
を
持
っ
た
人
の
言
葉
に
、
大
き
く
う
な
ず

く
千
野
さ
ん
の
姿
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ

る
。
以
来
、
千
野
さ
ん
の
指
先
か
ら
生
ま
れ

た
地
蔵
は
何
体
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
あ
る
地

蔵
は
別
の
人
の
手
を
経
て
ブ
ロ
ン
ズ
の
地
蔵

に
変
わ
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
和
紙
の
ハ
ガ

キ
に
穏
や
か
な
像
を
結
ん
で
い
る
。 

小
さ
な
地
蔵
は
、
土
が
乾
く
ま
で
の
わ
ず

か
な
時
間
で
顔
を
作
る
。
だ
か
ら
邪
心
が
入

り
込
む
余
地
が
な
い
、
と
千
野
さ
ん
は
言
う
。

一
体
ず
つ
に
は
か
け
が
え
の
な
い
そ
の
一
体

の
表
情
が
刻
ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
表
情

手
ひ
ね
り
地
蔵

の

は
な
し

 

今
、
私
の
手
元
に
は
赤
茶
色
の
手
ひ
ね
り

地
蔵
が
あ
る
。
ほ
ん
の
親
指
大
の
、
小
さ
な

小
さ
な
お
地
蔵
さ
ん
で
あ
る
。
目
鼻
と
同
じ

く
ら
い
の
大
き
さ
で
お
へ
そ
が
し
っ
か
り
付

い
て
い
る
の
も
あ
り
、
な
ん
だ
か
と
っ
て
も

ユ
ー
モ
ラ
ス
。
そ
し
て
な
ん
だ
か
あ
っ
た
か

い
。
作
っ
た
人
は
千
野
誠
治
さ
ん
、
七
十
六

歳
で
あ
る
。 

 

二
〇
〇
〇
年
六
月
十
一
日
、
就
籍
一
千
人

突
破
を
記
念
し
、
お
祝
い
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー

が
東
京
で
開
か
れ
た
。
千
野
さ
ん
は
八
十
四

年
の
発
足
以
来
「
中
国
残
留
孤
児
の
国
籍
取

得
を
支
援
す
る
会
」
の
事
務
局
長
と
し
て
、

さ
く
ら
共
同
法
律
事
務
所
と
連
携
し
て
帰
国

者
の
就
籍
を
支
援
し
て
き
た
。
自
身
の
満
州

で
の
体
験
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
が
「
戦
争

は
悪
だ
」
と
い
う
思
い
を
植
え
付
け
た
の
だ

と
い
う
。
身
元
が
未
判
明
で
あ
る
が
故
に
帰

国
で
き
な
い
孤
児
が
日
本
に
帰
国
で
き
る
よ

う
に
す
る
方
法
が
「
就
籍
」
と
い
う
手
段
で

あ
っ
た
。 

千
野
さ
ん
は
こ
の
「
就
籍
」
支
援
の
活
動

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
る
傍
ら
、
中

心
と
な
っ
て
九
十
五
年
に
は
東
京
都
あ
き
る

の
市
に
孤
児
た
ち
の
共
同
墓
地
を
作
り
、
そ

の
一
画
に
「
ま
ん
し
ゅ
う
地
蔵
」
を
建
て
た
。

ま
た
、
孤
児
た
ち
の
命
を
救
い
育
て
て
く
れ

た
養
父
母
に
感
謝
し
よ
う
と
「
中
国
養
父
母

に
感
謝
の
碑
建
立
委
員
会
」（
碑
は
九
十
九
年

瀋
陽
市
に
建
立
さ
れ
た
）
の
委
員
長
も
つ
と

め
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
ま
ん
し
ゅ
う
地
蔵
」

を
建
て
て
か
ら
、
千
野
さ
ん
は
あ
る
帰
国
者

が
こ
う
言
う
の
を
聞
い
た
。「
あ
き
る
の
市
は

遠
い
。
日
本
人
の
お
墓
参
り
の
よ
う
に
気
軽

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp



 

 
同声・同気 第 20 号14

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

10年以上

5年以上10年未満

2年以上 5年未満

1年以上2年未満

1年未満

40代

無回答
20代

30代

70代～

60代

50代

『同声・同気』第 19 号に同封のアンケートに

ご回答くださったみなさん、ありがとうござい

ました。送付件数 1723 件、回収件数 455 件、11

月半ばの集計開始時の回収率は 26.4％でした。 

私たちは、機関・団体はともかくとして個人

として登録されている読者のみなさんの大部分

については、各県の担当部署にお願いして、帰

国者に関わる方として推薦していただいた名簿

を頼りにお送りしています。各県名簿には、自

立指導員・身元引受人・自立支援通訳等の帰国

者に関わる立場が記載されていることはありま

すが、年齢や性別、ご出身、活動年数等、具体

的な読者像については殆ど知るところはありません

でした。読者構成を確かめ、その情報ニーズを知る

ことで紙面構成についての検討資料を得、さらには

インターネット等の通信環境についても知りたいと考

えました。 

今回、初めて実施したアンケートにより、私たち

は、かなり具体的な読者像を掴むことができたよう

に思います。ご協力くださった皆様方に改めて感謝

申し上げます。細かい集計結果についてはセンター

紀要第９号をご覧頂くとして、ここでは概要をご報

告いたします。

 
Ⅰ．『同声・同気』の読者像 

①年代および出身 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちは、「自立指導員研修会」や「適応促進対

策研修会」等で各県の自立指導員や支援通訳等帰

国者支援に関わる方にお目にかかることがありま

すが、「年輩の方が多いのかな」という印象を持っ

ていました。その印象は今回の調査で裏付けられ

たように思います。 

 出身を単純に集計してみると、「外地からの引き

揚げ経験を持たず、帰国孤児本人でもその家族で

もない」日本人が 56％、「戦後間もない頃の引揚者」

が 27％、「帰国者本人」7％、「中国台湾等中国語圏

出身者」が 5％で、これを見ただけでも年輩の方が

多いということが予想できます。単純に言っても

戦後の年数を考えれば、年若い「引揚者」はいな

いでしょう。実際、年代は 70 代以上が 37％、60、

50、40 代が各 18％、30 代が 7％、20 代が 1％とい

う構成です。更に、年代と出身をクロス集計して

みると 70 代以上の「引揚者」と「帰国者本人」の

合計は全体の 25％に当たります。 
 

②活動年数と年代および立場 

 回答者の活動年数について言

えば、10 年以上帰国者に関わる

人は圧倒的に 70 代以上が多く、

「高齢の人が長期的に活動して

いる」ことがわかります。さら

に、60 代以上の 70～80％に相当

する人が自立指導員や身元引受

人という立場であることを考え

れば、「帰国者に関わる人の 4分

の 1は 70 代以上の引き揚げ帰国

経験者であり、その立場は自立

指導員や身元引受人等でその活

その他

無回答
引揚者

他外国

中国台
湾等

帰国者
本人

＜図２：出身別構成＞ ＜図１：年代別構成＞ 

＜図３：年代／活動歴グラフ＞ 単位：人

読者アンケート調査報告 
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動年数は長い」ということが言えます。これを

一つのグループとすれば、もう一つはこれとは

対照的なグループ、「比較的若い人で、もちろん

引き揚げ経験などはなく、活動年数もあまり長

くない、日本語教師や日本語ボランティア、受

入校教師等」があります。 

 発刊以降の経験的な感触から言ってもこのよ

うな支援者層の広がりを感じます。身元引受人

等からの問い合わせが多かった当初と比べて、最近は

学校現場の教師やボランティアの日本語教師から、資

料・教材等の問い合わせが増えてきています。つまり

これは、孤児世代の高齢化（とそれに関わる人）と、

三世世代である子どもたちの増加（とその子どもたち

を受け入れている様々な教育現場に関わる人）という

現実を反映していると言えるでしょう。

 

＜表１ 年代（無回答者を除く）／立場（複数回答）＞ 
 自立指導員 身元引受人 自立支援通訳 受入校教師 日本語教師 生活支援ボラ 日本語支援ボラ その他

20 代（ 5 名） 0 0 0 3 2 0 0 1
30 代（33 名） 9 2 6 11 10 1 1 2
40 代（81 名） 18 10 11 16 24 11 12 16
50 代（82 名） 25 21 9 11 23 6 8 14
60 代（81 名） 33 44 10 0 13 8 14 5
70 代以上（168 名） 100 93 34 0 24 24 14 12

 

Ⅱ．日本語支援の現状 

 自分の立場を「日本語教師」あるいは「日本

語ボランティア」とのみ考える人を除いて、帰

国者の日本語学習を支援するのはどのような人

が多いのか、それぞれの「立場と日本語支援」

を集計してみました。これは複数回答でしたか

らお一人で何役も兼ねている人がたくさんいま

す。例えば、自立指導員であると答えた人は 187

人で、そのうち、「自立指導員のみ」は 36％、兼務で

もっとも多いのが自立支援通訳、次が身元引受人、「日

本語教師・日本語ボランティア」もしていると答えた

人は３人に１人の割合でした。一方、身元引受人にチ

ェックした人（170 人）で日本語学習支援にも関わっ

ていると答えた人は自立指導員と比べておよそ半分

の割合でした。
 

 
 

Ⅲ．読者が印象深く読んだ記事  ＜表２ 立場（複数回答）／興味深く読んだ記事（複数回答）＞ 

 立場により、興味ある記事にはそ

れぞれの傾向は見られますが、全体

的には、ほぼまんべんなく読まれて

いるようです。いずれの立場でも関

心が高かった記事は「事例」でした

が、この他には受入校教師・日本語

教師等には「教材・資料」、自立指

導員・身元引受人・自立支援通訳・

生活ボランティアの立場にある人

には「行政・施策」が特に関心の高い情報であると見受けられました。また、特に印象に残った記事とし

て書きこみが多かったものは「巻頭言」「事例」でした。

 
 

Ⅳ．読みたい記事とこれからの『同声・同気』 

 

 巻頭言 地域情報 行政施策 研修会 教材資料 事例

自立指導員 72 67 101 38 57 114 

身元引受人 61 54 105 35 39 100 

自立支援通訳 27 23 43 14 27 40 

受入校教師 16 18 13 15 33 18 

日本語教師 35 44 39 35 54 55 

生活支援ボラ 21 22 31 12 17 31 

日本語ボラ 21 21 23 10 26 32 

その他 25 20 32 17 21 32 

私たちはこのニューズレターを読者のみなさん

の広場にしたいと考えて紙面を作ってきました。

様々な方向（立場）から届いた情報を、様々な立

場（方向）の人に提供していきたいという方針に

変わりはありませんが、今まで以上に読者層の広

がりを念頭において記事を考える必要があるでし

ょう。たとえば「年金医療」関係の情報に要望が

多くあったのは帰国者の高齢化に伴う必然の帰結

といえるでしょうし、「子ども」に関する要望が受

入校教師や日本語教師から多く寄せられたのも容

易に頷けます。改めて、日本語学習支援のための

教材資料についてもきめ細かく紹介していきた

いと考えます。また、いずれの立場からも希望が

多かった「対処事例」（「職業進路」の事例も含む）

についても機会あるごとに紹介していきます。

「ただの情報」ではない、みなさんに活用され

る記事を一つでも多く載せられるよう心がけて

いきたいと思っています。今後も変わりなく『同

声・同気』をご声援ください。21 世紀の幕開け

のご挨拶とともに改めてお願い申し上げます。

    （所沢センター 玉居子）

中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp中国帰国者定着促進センター　http://www.kikokusha-center.or.jp
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『
ガ
ラ
ス
の
箱
』
の
内
と
外 

 

三
年
前
、
日
本
に
帰
っ
て
き
た
Ｂ
さ
ん
は
、
最
近
ち

ょ
っ
と
閑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
孫
娘

が
去
年
の
四
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
し
た
か
ら
だ
。
そ

れ
ま
で
の
約
二
年
間
、
孫
娘
を
保
育
園
に
送
り
迎
え
す

る
こ
と
は
彼
の
欠
か
せ
な
い
日
課
だ
っ
た
。
朝
夕
二
回
、

保
育
園
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は
、
Ｂ
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

日
本
人
と
言
葉
を
交
わ
せ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
孫

娘
と
触
れ
合
う
大
切
な
時
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
孫

と
の
時
間
は
、「
中
国
語
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
」
と
思

う
Ｂ
さ
ん
が
孫
に
中
国
語
を
教
え
る
時
間
で
も
あ
っ
た
。 

 

孫
の
Ｓ
ち
ゃ
ん
が
日
本
に
来
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
中

国
語
で
お
喋
り
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
定
着
地
で
娘
夫
婦
は
職
業
訓
練
校
に
進
ん
だ
。
だ

が
、
Ｂ
さ
ん
は
五
十
代
半
ば
と
い
う
年
齢
か
ら
仕
事
に

就
く
こ
と
は
で
き
ず
、
家
で
Ｓ
ち
ゃ
ん
の
面
倒
を
見
る

こ
と
に
な
っ
た
。
定
着
以
来
、
近
所
づ
き
あ
い
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
友
人
は
唯
一
帰
国
者
の
先
輩
、
Ｈ
さ
ん
ぐ

ら
い
し
か
い
な
い
Ｂ
さ
ん
夫
婦
に
と
っ
て
、
Ｓ
ち
ゃ
ん

だ
け
が
日
常
的
な
会
話
の
相
手
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し

て
Ｓ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
も
Ｂ
さ
ん
は
、
こ
と
ば
の
通
じ

な
い
保
育
園
で
の
一
日
の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
、
父
母

の
い
な
い
昼
間
自
分
を
守
っ
て
く
れ
る
シ
ェ
ル
タ
ー
的

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
Ｂ
さ
ん
に
と
っ
て
も
Ｓ
ち
ゃ

ん
は
、
日
本
社
会
と
の
唯
一
の
接
触
を
与
え
て
く
れ
る

「
窓
」
で
も
あ
り
、
自
分
た
ち
の
役
割
を
意
識
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
Ｂ
さ
ん
は
言
う
、「
Ｓ

ち
ゃ
ん
に
中
国
語
を
教
え
る
こ
と
、
中
国
語
で
い
ろ
い

ろ
話
す
こ
と
は
私
た
ち
夫
婦
に
と
っ
て
日
本
で
の
生
き

甲
斐
で
も
あ
る
ん
だ
」
と
。 

 

そ
ん
な
Ｓ
ち
ゃ
ん
も
今
は
、
午
後
に
な
っ
て
学
校
か

ら
帰
っ
て
き
た
と
思
う
と
「
友
達
と
遊
ん
で
く
る
」
と

い
う
言
葉
を
残
し
、
す
ぐ
に
外
へ
飛
び
出
し
て
い
く
。

そ
れ
は
自
然
で
、
子
供
の
成
長
を
示
す
喜
ば
し
い
こ
と

だ
が
、
そ
の
現
実
に
直
面
す
る
と
や
は
り
寂
し
さ
が
湧

い
て
く
る
。 

 

子
や
孫
の
自
立
や
成
長
に
伴
い
、
孤
独
に
な
っ
て
い

く
一
世
世
代
が
い
る
。「
日
本
語
が
覚
え
ら
れ
な
い
」
と

い
う
思
い
は
、
永
遠
の
壁
の
よ
う
に
年
輩
の
帰
国
者
の

前
に
立
ち
は
だ
か
り
、「
壁
を
乗
り
越
え
日
本
社
会
に
入

っ
て
い
く
力
は
、
も
う
私
た
ち
に
は
な
い
」
と
諦
め
て

い
る
人
も
少
な
く
な
い
。「
も
ち
ろ
ん
、
近
所
の
人
と
知

り
合
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
る
よ
。
団
地

の
共
同
清
掃
日
等
に
は
必
ず
参
加
す
る
し
、
で
も
『
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
』
の
次
の
言
葉
が
続
か
な
い
ん
だ
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
Ｂ
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
言
う
。

一
世
世
代
の
中
に
は
、
買
い
物
と
必
要
な
用
事
以
外
、

家
に
こ
も
り
、
衛
星
放
送
の
中
国
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
浸

る
日
々
を
送
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
年
輩
の
帰
国
者
の

多
く
は
、『
ガ
ラ
ス
の
箱
』
の
中
に
生
き
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
外
の
世
界
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
見
え
て

い
る
の
だ
が
、
何
も
聞
こ
え
て
こ
な
い
し
、
何
も
直
接

触
れ
ら
れ
な
い
。
ガ
ラ
ス
の
厚
さ
を
測
る
こ
と
も
諦
め
、

身
動
き
が
と
れ
ず
、
結
局
『
ガ
ラ
ス
の
箱
』
の
住
人
と

な
る
。 

 
Ｂ
さ
ん
は
、『
ガ
ラ
ス
の
箱
』
か
ら
時
々
脱
出
す
る
方

法
を
彼
流
に
実
行
し
て
い
る
。「
ま
ず
、
衛
星
放
送
は
絶

対
に
取
り
付
け
な
い
、
付
け
れ
ば
つ
い
つ
い
見
て
し
ま

う
、
結
局
は
そ
れ
に
浸
る
事
に
な
る
か
ら
」
Ｂ
さ
ん
は

わ
か
ら
な
く
て
も
日
本
の
テ
レ
ビ
を
見
る
努
力
を
し
て

い
る
。「
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
さ
、
で
も
見
て
い
る
う

ち
に
、
知
っ
て
い
る
単
語
が
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
耳
に

入
っ
て
く
る
ん
だ
、
そ
れ
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
、
ホ

ン
ト
に
う
れ
し
い
」
。
も
う
一
つ
の
道
は
「
自
転
車
小
旅

行
」
だ
。
Ｂ
さ
ん
の
目
が
輝
い
た
。「
日
本
の
道
路
標
識

は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
完
備
さ
れ
て
い
る
、
手
元
に

簡
単
な
地
図
が
一
枚
あ
れ
ば
た
い
て
い
の
所
に
は
行
け

る
よ
」
五
十
九
才
の
Ｂ
さ
ん
は
、
道
路
と
標
識
に
従
っ

て
、
月
に
何
回
か
は
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。「
そ
う
だ
な
、
片

道
一
時
間
ぐ
ら
い
な
ら
ぜ
ん
ぜ
ん
平
気
だ
ね
、
こ
の
前

な
ん
か
片
道
二
時
間
近
く
か
け
て
、
ダ
ム
湖
ま
で
行
っ

た
よ
」「
楽
し
い
よ
、
自
転
車
さ
え
あ
れ
ば
日
本
語
が
う

ま
く
話
せ
な
く
て
も
、
お
金
が
無
く
て
も
ど
こ
へ
で
も

一
人
で
行
け
る
ん
だ
か
ら
」
Ｂ
さ
ん
は
自
転
車
小
旅
行

に
よ
っ
て
行
動
半
径
を
広
げ
、
日
本
社
会
を
覗
き
に
出

か
け
る
。 

 

そ
し
て
、『
ガ
ラ
ス
の
箱
』
の
外
側
か
ら
も
声
が
聞
こ

え
て
き
た
。
Ｂ
さ
ん
が
住
む
地
域
の
帰
国
者
支
援
団
体

が
、
な
ん
と
か
言
葉
の
壁
を
気
に
せ
ず
に
、
帰
国
者
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
れ
る
方
法
を
考
え
た
。

そ
れ
は
「
中
国
象
棋
の
会
」
だ
っ
た
。「
中
国
の
男
は
た

い
て
い
中
国
象
棋
が
好
き
で
、
ル
ー
ル
さ
え
わ
か
れ
ば

言
葉
は
関
係
な
く
誰
と
だ
っ
て
楽
し
め
る
」
と
Ｂ
さ
ん

は
言
う
。「
最
初
に
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
は
、
や
っ
ぱ

り
日
本
語
が
で
き
な
い
か
ら
、
相
手
に
迷
惑
を
懸
け
ち

ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
ち
ょ
っ
と
不
安
だ
っ
た
。
で
も

自
立
指
導
員
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
誘
い
に
来
て
く
れ
た
ん

で
ね
、
そ
れ
じ
ゃ
行
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
気
に
な
っ

た
ん
だ
」
。
「
中
国
象
棋
の
会
」
で
は
、
毎
月
一
回
、
中

国
象
棋
に
興
味
を
持
つ
日
本
人
と
帰
国
者
と
が
、
駒
を

通
し
て
互
い
の
技
を
磨
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
「
楚
河
・
漢
界
」（
中
国
象
棋

で
の
境
界
線
を
示
す
場
所
）
を
越
え
て
、『
ガ
ラ
ス
の
箱
』

の
中
の
人
た
ち
が
少
し
で
も
ガ
ラ
ス
を
意
識
し
な
く
て

す
む
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
Ｂ
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
定
着
地
で
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
得
て
い
る
一
世
世
代
が
い
る
。「
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
で
も
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
い
う
誘
い
で
、
今
で

は
地
域
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
主
力
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
人
、
孫
の
小
学
校
の
家
庭
教
育
学
級
で
「
中

国
餃
子
作
り
の
講
師
」
と
し
て
招
か
れ
、
父
兄
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
て
い
る
人
等
々
。
確
か
に
『
ガ
ラ
ス
の

箱
』
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
一
歩
踏
み

出
そ
う
」
と
い
う
勇
気
と
、「
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
よ
」

と
『
ガ
ラ
ス
の
箱
』
を
ノ
ッ
ク
す
る
『
ガ
ラ
ス
の
箱
』

の
外
の
住
人
さ
え
い
れ
ば
、
結
構
簡
単
に
箱
に
は
風
穴

が
開
け
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

 
 

（
所
沢
セ
ン
タ
ー 

小
松
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